
神
津
専
三
郎
（
こ
う
づ
せ
ん
ざ
ぶ
ろ
う
）

長
野
県
平
民

履
歴
（
要
約
）

嘉
永
五
年
(
-
八
五
二
）
三
月
五
日
信
濃
國
小
縣
郡
芝
生
田
村
に
於
て
出
生
。

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
一
月
信
濃
園
旧
小
諸
藩
中
山
仲
に
就
き
漢
學
を
修
業
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
六
月
東
京
神
田
神
保
小
路
箕
作
麟
詳
に
就
き
英
學
修
業
。

同
三
年
(
-
八
七

0
)
三
月
同
濱
町
箕
作
秋
坪
塾
へ
轄
學
゜

同
五
年
(
-
八
七
二
）
一
月
同
小
石
川
江
戸
川
町
中
村
正
直
塾
へ
轄
學
゜

同
八
年
(
-
八
七
五
）
六
月
二
十
七
日
補
文
部
省
八
等
出
仕
、
七
月
八
日
師
範
學
科
取

調
の
為
米
國
へ
派
遣
、
九
月
十
一
日
ニ
ュ
ー

・ヨ

ル
ク
州
ヲ
ル
バ
ニ
ー
州
立
師
範
學

校
へ
入
學
゜

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
四
月
二
十
三
日
饉
國
、
五
月
一
日
東
京
女
子
師
範
學
校
訓
導

一
ヶ
月
金
六
拾
圏
交
付
さ
れ
る
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
六
月
五
日
東
京
女
子
師
範
學
校
訓
導
依
願
退
職
。

明
治
十
四
年
(
-
八
八
一
）
十
一
月
十
日
音
楽
取
調
掛
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
監
事
を
申

し
付
け
ら
れ
る
。
音
楽
史
お
よ
び
英
語
を
担
当
。
月
俸
六
拾
園
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
旅
行
中
同
掛
長
の
心

得
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
二
月
二
十
五
日
准
奏
任
扱
月
俸
金
七
拾
五
園。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
＋
月
十
四
日
東
京
音
楽
學
校
幹
事
を
申
し
付
け
ら
れ
、
叙
奏

任
官
四
等
職
。
音
楽
史
お
よ
び
英
語
を
担
当
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
五
月
十
一
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
、
幹
事。

六
月
十
五
日

校
長
伊
澤
修
二
非
職
に

つ
き
東
京
音
楽
學
校
長
心
得
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
八
月
十
日
ま

で
）
。
年
俸
金
千
爪
百
圏
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月
十
八
日
祝
日
大
祭
日
歌
譜
及
楽
譜
審
査
委
員
を
命
ぜ

ら
れ
る
。
十
一
月
十
六
日
女
子
高
等
師
範
學
校
教
授
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
十
一
日
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
教
授
並
女
子

高
等
師
範
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
高
等
官
六
等
に
叙
さ
れ
る
。
年
俸
金
千
園

（
金
六
百
園
東
京
音
楽
學
校
支
給
、
金
四
百
園
女
子
高
等
師
範
學
校
支
給
）
。

同
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
三
月
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
を
依
願
退
職
。

弔
同
年
四
月
、
伊
澤
修
二
（
台
湾
学
務
部
長
）
の
招
き
に
よ
り
台
湾
に
渡
っ

た
。
伊

澤
は
紳
津
を
学
務
部
編
集
課
長
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
伊
澤
の
も
と
で
『
日
台
到
繹

大
辞
典
』
の
編
集
に
従
事
し
て
い
た
が
、
翌
三
十
年
(
-
八
九
七
）
マ
ラ
リ
ヤ
に
か

か
り
、
腸
チ
フ
ス
を
併
発
し
て
、
辞
書
の
完
成
を
待
た
ず
に
八
月
十
八
日
没
し
た
。

四
十
五
歳
で
あ
っ

た
。
誹
津
は
伊
澤
と
同
じ
信
州
に
生
れ
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し、

帰
国
後
の
仕
事
の
す
べ
て
は
伊
澤
と
と
も
に
あ
っ

た
。
音
楽
取
調
掛
か
ら
東

京
音
学
楽
校
ま
で
、
わ
が
国
の
音
楽
教
育
確
立
の
た
め
に
伊
澤
の
文
字
通
り
片
腕
と

な
っ
て
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
神
津
専
三
郎
の
葬
儀
に
際
し
て
伊
澤
修

二
が
読
み
上
げ
た
弔
辞
で
あ
る
。
『
東
京
＿
音
楽
學
校
同
磐
會
報
』
第
七
号
よ
り
掲
載

し
た
。
伊
澤
の
切
実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

癖

維
時
明
治
三
十
年
八
月
十
八
日
正
六
位
紳
津
専
三
郎
君
歿
ス
、
臆
悲
イ
哉
、

君
信
州
小
縣
郡
芝
生
田
村
小
林
氏
二
生
レ
、
出
デ
ヽ
紳
津
氏
ノ
家
ヲ
饂
グ
、
幼

ニ
シ
テ
穎
悟
學
ヲ
好
ミ
、
小
諸
藩
儒
中
山
仙
二
就
キ
テ
廣
ク
和
漢
ノ
學
ヲ
修

メ
、
牡
ナ
ル
ニ
及
ン
デ
奮
然
志
ヲ
立
テ
ヽ
東
京
二
出
デ
、
初
メ
箕
作
氏
ノ
門
二

入
リ
後
中
村
氏
ノ
同
志
社
二
入
リ
テ
、
英
學
ヲ
修
メ
、
大
二
得
ル
所
ア
リ
、
遂

―
ー
選
バ
レ
テ
師
範
學
科
取
調
ノ
官
命
ヲ
帯
ビ
、
米
國
二
至
リ
新
約
州
オ
ル
バ
ニ

ー
師
範
學
校

二
入
リ
テ
、
教
育
ノ
學
術
ヲ
講
究
シ
其
業
ヲ
終
ヘ
テ
蹄
朝
シ
、
東

京
女
子
師
範
學
校
、
東
京
＿
音
楽
學
校
二
幹
事
又
ハ
赦
官
ト
ナ
リ
、
孜
々
唱
勉
公

務
ヲ
奉
ズ
ル
コ

ト
十
年
一
日
ノ
如
ク
、
遂
二
音
楽
學
校
長
心
得
二
任
ゼ
ラ

レ
シ

ガ
、
後
故
ア
リ
テ
其
職
ヲ
僻
シ
退
キ
テ
＿
音
楽
書
ノ
繹
述
二
従
事
シ
、
和
竪
架
初

歩
、
＿
音
楽
利
害
等
ノ
著
ア
リ
、

會
々

明
治
二
十
七
、
八
年
ノ
役
終
ヲ
告
ゲ
豪
潤

ノ
我
版
圏
二
蹄
ス
ル
ヤ
、
往
キ
テ
學
務
部
編
纂
課
ノ
長

二
任
ゼ
ラ
レ
、
炎
熱
燒

ク
ガ
如
キ
日
モ
、
暴
雨
涼
ク
ガ
如
キ
朝
モ
、
敢
テ
少
シ
モ
悌
ラ
ズ
、
僚
昴
ヲ
督
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誹
津
専
三
郎
の
最
も
有
名
な
著
書
に
『
音
楽
利
害
一
名
楽
道
修
身
編
』
（
明
治
二

十
四
年
十

一
月
十
日
発
行
）
が
あ
る
。

こ
の
書
物
は
彼
が
読
破
し
た
哲
学
、
歴
史
、

文
学
、
芸
術
、
宗
教
な
ど
各
分
野
の
膨
大
な
書
物
か
ら
得
た
音
楽
的
知
識
の
集
大
成

で
あ
る
。
参
考
と
し
た
書
物
は
日
本
の
古
典
お
よ
び
東
西
の
名
著
四
四
四
種
類
で
、

こ
の
中
か
ら
音
楽
家
た
ち
の
逸
話
、
音
楽
史
上
の
出
来
事
、
民
族
的
な
話
題
、

精
神

的
体
験
談
な
ど
三
五

0
の
音
楽
的
事
柄
を
収
集
し
た
。
こ
れ
ら
は
文
字
通
り
「
利
」

と
「
害
」
に
分
類
さ
れ
た
三
編
二
十
四
の
テ
ー
マ

の
中
で
、
あ
る
も
の
は

醤

喩

的

に
、
あ
る
も
の
は
格
言
的
に
、
ま
た
あ
る
も
の
は
史
実
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
語
ら

豪
澗
総
督
府
學
務
顧
問

正
五
位
勲
五
等
伊

澤

修
謹

白

勘
シ
テ
教
育
圏
書
ノ
編
著
ー
ー
従
事
セ
シ
メ
、
自
今
専
ラ
任
ズ
ル
ニ
日
豪
劉
諄
大

癖
書
ノ
編
輯
ヲ
以
テ
シ
、
其
稿
積
デ
一
千
敷
百
葉
ノ
多
キ
ニ
逹
シ
、
今
ヤ
其
効

将
二
成
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
、
一
旦
瘤
痕
ノ
氣
二
侵
サ
レ
、
溢
然
此
世
ヲ
去
ラ

ル、

臆
悲
イ
哉
、
君
ガ
死
ハ
獨
リ
一
家
親
戚
ノ
不
幸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
賓
二

豪
漏

赦
育
ノ
一
大
不
幸
ナ
リ
、
否
其
ノ
不
幸
ハ
彼
地
教
育
界
ー
ー
止
マ
ル
ニ
非
ズ
シ

テ
、
彼
我
人
全
罷
ノ
一
大
不
幸
ナ
リ
、
蓋
シ
君
ガ
従
事
セ
ラ
レ
タ
ル
僻
書
ノ
編
纂

ハ
豪
濁
統
治
上
時
々
刻
々
不
便
不
利
ヲ
感
ズ
ル
言
語
不
通
ノ
障
害
ヲ
除
ク
ガ
為

メ
、
賓
二
必
要
措
ク
可
ラ
ザ
ル
ノ
事
賓
ナ

ル
ニ
君
ガ
易
簑

二
依
リ
九
例
ノ
功
ヲ

一
簑

二
鮨
キ
其
完
成
ノ
期
豫
知

ス
可
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
、

啄
國
家
ノ
為
誰
力
之
ヲ

惜
マ
ザ
ラ
ン
、
然
リ
ト
雖
君
ガ
一
身
ヲ
犠
牲
ト
シ
テ
盛
ク
シ
タ
ル
事
賞
ハ
、
冥
々

ノ
中
ー
ー
好
果
ヲ
結
ビ
自
ラ
報
ヒ
来
ル
時
ア
ル
ベ
シ
、
況
ン
ヤ
朝
廷
君
ガ
病
革
マ

ル
ニ
臨
ミ
特
二
位
一
級
ヲ
進
メ
ラ
レ
タ
ル
光
榮
ヲ
荷
フ
ヲ
ヤ
君
以
テ
瞑
ス
ベ
シ

明
治
三
十
年
九
月
七
日

れ
、
彼
自
身
の
音
楽
的
教
養
を
条
文
化
し
て
整
理
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
音
楽
論

と
し
て
の
前
後
の
脈
絡
は
な
い
が
、
紳
津
の
音
楽
観
と
も
い
う
べ
き
独
特
の

テ
ー
マ

と
そ
の
整
理
法
に
注
目
す
べ
き
重
要
な
問
題
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔
三
編
二
十
四
の
テ
ー
マ
〕

上
編
、
音
楽
ノ
一
人
一

家

二
開
ス
ル
利
用
ヲ
論
ス

巻
之

一
、
音
楽
ノ
孝
節

二
開
ス
ル
事

巻
之
二
、
音
楽
ノ
性
情

二
開
ス
ル
事

巻
之
三
、
音
楽
ノ
衛
生

二
開
ス
ル
事

巻
之
四
、
音
楽
／
志
向

二
閥
ス
ル
事

巻
之
五
、
音
楽
ノ
前
徴

二
開
ス
ル
事

巻
之
六
、
音
楽
ノ
救
難

二
開
ス
ル
事

巻
之
七
、
音
楽
ノ
英
雄

二
開
ス
ル
事

巻
之
八
、
音
楽
ノ
榮
唇

二
開
ス

ル
事

巻
之
九、

音
楽
ノ
高
棲

二
開
ス
ル
事

巻
之
十、

道
楽
ノ
勤
勉

二
開
ス
ル
事

中
編
、
音
楽
／
邦
図
天
下
二

開
ス
ル
利
用
ヲ
論
ス

巻
之
十
一
、

音
楽
／
勤
王
忠
君
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
二
、
音
楽
ノ
愛
國
利
民
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
三
、
音
楽
ノ
風
化
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
四
、
音
楽
ノ
宗
敦

二
開
ス
ル
事

巻
之
十
五
、
音
楽
／
儀
式
二
閥
ス
ル
事

巻
之
十
六
、

音
楽
ノ
諫
諷

二
開
ス
ル
事

巻
之
十
七、

音
楽
ノ
外
交
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
八、

音
楽
ノ
軍
略
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
九
、

音
架
ノ
鳥
獣
及
草
木
二
開
ス
ル
事

巻
之
二
十
、
楽
道
ノ
功
榮

二
開
ス
ル
事

下
編
、
淫
楽
／
弊
害
ヲ
論
ス

巻
之
二
十
一
、

淫
盤
ノ
害

二
閥
ス
ル
事

巻
之
二
十
二
、
凶
盤
ノ
害

二
開
ス
ル
事
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ょ

巻
之
二
十
三
、
淫
楽
寵
幸
ノ
弊
二
開
ス
ル
事

巻
之
二
十
四
、
淫
楽
耽
溺
ノ
禍
二
開
ス
ル
事

次
の
「
日
本
音
楽
史
要
」
は
白
井
規
矩
郎
（
明
治
二
十
年
二
月
音
楽
取
調
掛
卒

業
）
が
在
学
中
に
紳
津
専
三
郎
か
ら
受
け
た
講
義
の
一
部
で
あ
る
。

日
本
昔
榮
史
要

(
-
)

白

井

規

矩

郎

此
篇
は
拙
者
嘗
て
＿
音
架
學
校
に
在
學
中
、
嘗
時
の
教
授
稗
津
専
三
郎
先
生
の

講
述
せ
ら
れ
し
も
の
に
基
き
、
聯
か
卑
見
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
、
故
に
其
の

大
綱
に
於
て
は
全
く
先
生
の
講
述
せ
ら
れ
し
所
に
同
じ
讀
者
乞
ふ
之
れ
を
諒
せ

緒

論

日
本
の
楽
は
其
の
源
茫
漠
と
し
て
是
れ
を
探
研
す
る
こ
と
得
て
望
む
べ
か
ら

ず
、
讀
書
に
渉
り
て
参
校
す
る
も
其
の
要
領
を
得
る
に
難
し
、
然
れ
ど
も
之
れ

が
沿
革
を
大
別
し
て
以
て

紳
代
よ
り
人
皇
に
至
る
ま
で
の
間

第

一

期

外

國

架

の

博

来

第

二

期

博

束

架

の

菱

生

第

三

期

と
為
す
は
隠
嘗
の
匿
分
な
る
が
如
し

古
代
楽

古
代
架
は
賓
に
粗
造
に
し
て
之
れ
を
何
歌
々
々
と
云
へ
り
、
紳
代
の
頃
に
於

て
も
不
完
全
な
か
ら
架
を
有
せ
り
、
然
れ
ど
も
其
の
営
時
に
あ
り
て
は
架
を
稲

す
る
に
遊
び
と
云
ひ
し
こ
と
諸
書
に
證
す
る
所
な
り
そ
れ
よ
り
し
て
後
世
な
ほ

遊
び
と
し
い
へ
ば
奏
架
の

こ
と
A

は
な
り
に
き
、
即
ち
嬉
遊
笑
覧
に
源
氏
物
語

0

0

0

 

月
の
面
白
さ
に
夜
た
く
る
ま
で
あ
そ
び
を
ぞ
し
給
ふ
な
ど
A

い
へ
る
は
管

絃
を
遊
び
と
云
ひ
し
例
の
一
な
り

要
す
る
に
三
韓
と
交
通
す
る
ま
で
は
楽
の
体
裁
猶
ほ
至
極
不
完
全
に
て
有
り

し
が
、
外
交
を
な
す
頃
よ
り
し
て
漸
く
楽
も
体
裁
を
備
ふ
る
に
至
り
た
り
、
我

が
國
外
交
の
嘴
矢
は
支
那
に
し
て
次
き
て
高
麗
、
新
羅
、
百
演
に
及
ぼ
せ
り
、

是
れ
に
伴
ひ
高
麗
楽
、
百
演
架
、
新
羅
楽
及
呉
楽
を
輸
入
し
、
其
連
績
の
す
る

こ
と
殆
ん
ど
百
五
十
年
の
長
き
に
渉
れ
り
、
故
に
三
韓
の
文
明
を
日
本
に
移
植

せ
り
と
い
ふ
も
敢
て
過
言
に
非
る
べ

し

隋
唐
楽

推
古
帝
の
十
五
六
年
頃
隋
唐
と
交
際
を
開
く
故
に
隋
唐
楽
を
も
博
来
す
る
に

到
り
営
時
唐
楽
は
最
も
盛
大
を
極
め
た
り
、
後
、
宇
多
帝
の
寛
平
六
年
菅
原
道

員
建
言
し
て
遣
唐
使
を
止
む
、
之
れ
嘗
時
室
唐
潰
楓
兵
役
等
あ
り
て
技
藝
百
般

の
美
術
を
修
む
る
に
便
な
ら
ざ
る
が
故
な
り
、
是
れ
に
因
り
て
漸
次
新
架
の
偉

来
も
其
の
後
を
絶
つ
に
到
れ
り

雅
渠

雅
楽
は
高
麗
柴
と
唐
楽
と
の

一
致
を
以
て
成
立
せ
り
、
換
言
す
れ
ば
唐
楽
は

今
世
用
ゐ
ら
る
A

雅
架
の
基
礎
に
し
て
之
れ
に
我
が
國
の
風
俗
楽
を
加
へ

、
漸

次
大
成
を
見
る
に
到
れ
り
、
風
俗
架
は
外
邦
遣
唐
使
の
廃
止
と
共
に
新
種
供
給

の
途
を
絶
ち
し
よ
り
、
自
然
國
内
に
於
て
産
出
し
た
る
も
の
に
し
て
、
今
様
催

馬
柴
、
東
遊
（
或
は
駿
河
舞
と
云
ふ
）
等
は
其
の
重
な
る
も
の
な
り
、
猶
ほ
他

に
風
俗
歌
と
稲
す
べ
き
も
の
も
あ
り
し
な
ら
む
、
要
す
る
に
此
れ
等
の
架
も
重

に
営
時
の
上
流
社
會
に
用
ゐ
ら
れ
た
り
し
が
如
し

俗
楽

桐
壺
の
巻
を
引
い
て
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俗
楽
の
起
原
は
其
の
説
匡
々
紛
々
と
し
て
参
考
す
べ
き
書
籍
も
乏
し
く
、
又

確
賓
な
る
記
録
も
な
し
、
會
々
魏
鵡
石
の
如
き
も
の
あ
る
も
之
れ
全
く
一
見
す

る
債
値
を
有
せ
ず
、
要
す
る
に
此
の
楽
は
散
架
よ
り
派
流
せ
し
も
の
に
し
て
散

楽
は
雑
楽
の
一
部
と
し
て
漢
書
に
見
ゆ
る
所
な
り

一
説
に
は
紳
代
の
始
め
吾
田
応
配
い
に
行
は
れ
た
る
隼
人
の
歌
の
舞
よ
り
出

で
之
れ
よ
り
愛
じ
て
散
楽
を
出
す
、
暉
麟
砂
猿
楽
は
田
楽
を
出
し
、
田
架
よ
り

能
及
び
念
佛
踊
等
を
出
し
、
愛
化
し
て
歌
舞
伎
と
な
り
歌
舞
伎
は
繰
つ
り
を
出

し
、
繰
つ
り
は
一
愛
し
て
人
形
芝
居
と
な
り
、
之
れ
又
愛
じ
て
演
劇
と
な
り
、

之
れ
に
伴
う
て
浮
瑠
璃
、
義
太
夫
等
種
々
の
俗
楽
を
出
す
と
云
ひ
、
一
説
に
は

古
代
の
語
り
物
よ
り
浄
瑠
璃
を
出
し
、
浮
瑠
璃
よ
り
平
家
物
語
等
を
出
し
、
之

れ
よ
り
浮
瑠
璃
十
二
段
を
出
し
、
之
れ
よ
り
愛
じ
て
繰
つ
り
を
出
し
、
繰
つ
り

と
浮
瑠
璃
と
一
致
し
て
人
形
芝
居
を
出
し
、
又
之
れ
が
一
愛
し
て
演
劇
と
な
れ

り
と
、
各
説
多
少
腺
る
所
あ
る
説
に
し
て
今
劇
か
に
是
れ
が
系
統
を
一
定
し
て

俗
架
正
偲
を
求
む
る
は
賓
に
困
難
な
る
事
業
と
云
ふ
べ
し
（
緒
論
終
）

こ
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
彼
の
音
楽
論
に
、
明
治
二
十
四
年
五
月
、神
奈
川
県
足
柄
上

郡
私
立
教
育
会
の
招
き
に
応
じ
「
音
楽
と
足
柄
上
郡
教
育
會
と
の
闘
係
」
と
い
う
題

で
行
っ
た
講
演
が
あ
る
。
東
西
に
わ
た
る
彼
の
造
詣
深
い
音
楽
知
識
に
も
と
づ
き
、

地
域
の
伝
統
的
芸
能
を
再
確
認
し
た
講
演
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
『
＿
音
楽
雑

誌
』
第
九
号
お
よ
び
十
号
（
明
治
二
十
四
年
）
に
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

瓜
生
繁
（
う
り
ゅ
う
し
げ
）
（
旧
姓
永
井
〔
静
岡
県
士
族
旧
幕
府
〕）

県
士
族
瓜
生
外
吉
妻

履
歴
（
要
約
）

石
川

（
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
七
十
一
号
、
明
治
三
十
年
）

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
三
月
二
十
日
江
戸
湯
島
に
於
て
生
れ
る
。

明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
ア
メ
リ
カ
留
學
を
許
さ
れ
、
岩
倉
大
使
一
行
と
共
に

渡
航
。

同
五
年
(
-
八
七
二
）
十
一
月
七
日
カ
ナ
テ
カ
ッ
ト
州
ニ
ウ
ヘ
ブ
ン
に
お
い
て
普
通
小

學
へ
入
學
、一
＿
一
年
間
の
の
ち
中
學
へ
進
み
明
治
十
一
年
六
月
修
了
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
州
ボ
キ
プ
セ
府
バ
ッ
サ
女
子
大
學
音
楽
専
門
科

及
び
文
學
科
に
入
學
゜

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
六
月
二
十
日
同
女
子
大
學
音
楽
専
門
科
卒
業
。
十
月
三
十
日

帰
國
゜

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
三
月
二
日
音
楽
取
調
掛
に
於
て
教
授
向
を
嘱
托
し
年
金
三
百

六
拾
円
を
受
く
。
ピ
ア
ノ
お
よ
び
唱
歌
の
楽
曲
分
析
を
担
当
。

彼
女
は
音
楽
取
調
掛
で
ウ
ル
バ
ッ
ハ

U
r
b
a
c
h
,
K
a
r
l
:
 
Prize 
P
i
a
n
o
 S
c
h
o
o
l
.
 

(
T
r
a
n
slated 
f
r
o
m
 the 8
t
h
 G
e
r
m
a
n
 E
d
i
t
i
o
n
 b
y
 Eliza 
M. W
i
l
e
y
)
と
い
う

ピ
ア
ノ
教
則
本
を
使
用
し
た
。
こ
の
教
則
本
は
彼
女
の
留
学
し
て
い
た
バ
ッ
サ
女
子

大
学
所
属
の
教
師
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
原
本
か
ら
英
訳
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
も
こ
の
教

則
本
で
習
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
年
十
二
月
一
日
石
川
縣
士
族
瓜
生
外
吉
と
結
婚
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
十
九
日
年
報
金
四
百
戴
拾
円
を
交
付
さ
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
＋
月
一
日
東
京
高
等
女
學
校
教
授
向
を
兼
嘱゚

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
東
京
高
等
女
學
校
教
諭
。

十
月
二
十
五
日
奏
任
官
四
等
に
叙

せ
ら
れ
翌
月
東
京
音
架
學
校
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
年
報
六
百
六
拾
円
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
四
月
東
京
音
楽
學
校
嘱
托
講
師
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
同

月
女
子
高
等
師
範
學
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
十
一
月
一
日
叙
正
七
位
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
四
月
十
七
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
兼
任
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
七
月
東
京
音
楽
學
校
辞
職
。

瓜
生
繁
は
帰
国
以
来
明
治
二
十
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
演
奏
活
動
を
行
っ
た
。
明

治
二
十
五
年
の
春
、
読
売
新
聞
社
は
婦
人
和
洋
音
楽
家
の
人
気
投
票
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
彼
女
は
幸
田
延
に
次
い
で
二
位
で
あ
っ
た
。
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
十
九
号
（
明
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